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　当院では 2020 年１月から麻酔
科医師の協力のもと、無痛分娩を
行っています。
　無痛分娩は、硬膜外麻酔という
背中から細い管を入れ薬を投与す
る方法を用いて、お産の痛みを緩

和します。完全に痛みをゼロにす
るといきみにくくなるため、痛み
のピークを 10 とした際の 0 ～ 3
程度を目標に行っています。
　痛みを緩和することでリラック
スしたお産が可能で、産後の回復
も早まると言われています。デメ
リットとしては分娩時間が長く
なること、陣痛促進剤の使用や器
械分娩が増えることが挙げられま
す。
　局所麻酔中毒などの重篤な合併
症も 0.001% の確率で起こるとさ
れていますが、当院では麻酔管理
に長けた麻酔科医師が痛みの管理

をしており、開始から一年経過し
た現在、重篤な合併症はありませ
んでした。
　また、赤ちゃんへ薬剤が移行す
る量はごく少量で、影響はほぼあ
りません。赤ちゃんへの愛着形成
や母乳育児に関しても、麻酔を
使用しない分娩と比べて大きな差
はないとされています。夜間など
一部対応できないこともあります
が、多くの人に利用されました。
　麻酔を使用する無痛分娩も、し
ない分娩も、利点欠点があります。
ご自身のバースプランに合わせて
ご検討いただければと思います。
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コロナ禍にある現在は様々な制
約があるため、これまでとは異な
る生活を余儀なくされています。
小中学校では子どもたちの精神的
な健康を支えるために様々な取り
組みを行ってきました。

　米沢牛を使った給食の提供

　おいしいものを食べて、少しで
も元気になって欲しいという思い
から、市内全小中学校で米沢牛を
使った給食を提供しました。大き
な口を開けておいしそうに食べる
表情からは、おなかだけでなく心

も満たされたのではないかと嬉し
くなりました。

　中学生Web会議

　各中学校の代表が、ウェブ会議
システムの Z

ズ ー ム
oom を使ってコロ

ナ禍における心配や不安を素直に
語るだけでなく、この状況だから
こそ中学生である自分たちにでき
ることは何なのかを真剣に考えま
した。自分たちを支えてくれてい
る人への感謝の気持ちを改めて感
じただけでなく、その人たちの気
持ちに応えるためにも前向きに頑
張りたい、人の役に立ちたいとい
う思いや決意を聞き、米沢の子ど

米沢牛給食を皆で
おいしく食べました

もたちがとても頼もしく、誇らし
く感じました。
　本市の教育が目指す「がってし
ない子ども」の育成は、心身の健
康の保持増進そのものです。子ど
もたちを市民みんなで見守り、支
えていくことが市民全員の健康長
寿につながっています。

〈第 35回〉
コロナ禍における小中学校の取り組みを
紹介します　■�問合せ／学校教育課☎ 22-5111

〈第 92回〉�
麻酔科医師と協力し無痛分娩を行っています
■�問合せ／市立病院総務課企画財務担当☎ 22-2450




